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E ichhorn~) Z immer 3) らによると，各金属イオンの塩基部への結合能は次の順序で大きくなる。 Na;
Mg2;t" Ba 2+く Ca 2+<Fe 2+， Ni 2+, Co 2+く Mn2~ Zn2+く Cd 2+く Cu 2+く Ag+く Hg2+一方，リン酸部への
結合の強さはこの逆でアルカリ，アルカリ土類金属はリン酸部に，遷移金属は塩基部により強く結合
すると言われている。しかし，二重らせん構造をとる ApUNa塩の結晶解析結果 4) では， Na+がリン




著者は， cytosine塩基の金属イオンとの相互作用に着目して， Ca (cytosine Cα12H 20 (ca tenaｭ
d仙lorり






第 1 章 Catena -ch loro-μ-chloro田 cytosineaquacalcium (n) (Ca (cytosine)Cb ・ H 2 0) の X線
構造解析
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解析結果 Ca2+まわりの配位様式は五方両錐型で，赤道面はcY to s i n e ( 1 )の N(3) ， 0(2), cytosine(2) 
の 0(2)，および 2 個のCI原子から成り， axial 位は水 (OW) と CI が占めている。(図 1 ) Caの混成軌






図 2 に示す様な，直鎖状に続く錯体を形成している。赤道面上でCl と 0(2) とがCa 2+聞を架橋して，
これを C軸投影した結晶構造を模式的に示しである o polymer状の錯体聞には， cytosine 図 3 には，
との間に，水素結合が存在する。本錯体は核酸塩基同志の stacking と axial 方向の Cl と結晶水 (w)
塩基が直接Ca2+に配住した初めての例である。
ct-Lsdｭ







cytosinium hemitetrachlorozincate-cytosine ((cytosiniumJ 玄 (ZnC14 J -cytos ine) のX第 2 章
線構造解析







解析結果凝似対称心で関係づけられる cytosine (Cyt) と cytosinium (Cyt. H +)は塩基対を形成
している。この塩基対の水素結合様式は pHく 5.5の 2 本鎖poly (c) 7) で見出された塩基対と同じ型で
ある。また塩基対聞に stacking が見られ，その面間隔は3.26A である o cytosinium における proto­
nation の位置はN(3)である。 ZnCllーは少し歪んだ四面体構造をしており， 1 個の CI と cytosiniumの
N(4)との聞にN-H…CI水素結合が存在する。本結晶では Zn2+イオンと cytosine 塩基との直接の結合
はなく，主としてイオン間相互作用による分子複合体の形をとっている。
第 3 章 dicytosinium tetrachlorocuprate ((cytosinium)2 CuCI.) の X線構造解析
























表 2 • 
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解析結果 非対称単位中に 2 個の cytosinium と 1 個の CuCI. 2ーが存在している。 2 つのcytosinium
はいずれも N(3)がprotonation しており，共によく似た構造をしている。また CuCllーは大きく歪んだ
四面体構造をしており，これは正方形と正四面体型の中間と考えられる。結晶構造を図 4 に示す。図
4(a)は一方の cytosiniumの相互作用を，図 4(b)はもう一つのcytosinium の相互作用を示す。 (a) では
2 本の， (b)では 3 本のN-H…CI水素結合を形成している。本結晶においても第 2 章で記述した




( a ) 
図 4.
第 4 章 cytosine , cytosinium と Ca2-; CuCll-, ZnCllーとの相互作用に関する構造化学的考察
第 1 節 Cytosine ・金属錯体の配位様式による分類
cytosine- 金属錯体における配位様式は次の 3 つのカテゴリーに分けることができる。即ち (j: Mｭ
,N(3) N(3)配位， (ji) M -0(2)配位， (iD M c.: 配位 (M :金属)である。これまでにX線構造解析されたひ(2)
cytosine , cytidine , CMPの金属錯体を調べてみるとカテゴリー( j )に属するのは Ag (l-methyl. 
cytosine) NO 38 ), Mn (5にCMP) H 2 0 9 ) と今回の Ca(cytosine) C 1 2 ・ H 2 0 の 3 種で大半はカテゴリ
ー(iji)に属する。カテゴリー( j )は核酸 2 重鎖の塩基対に結合できる様式であり，カテゴリー (j)， (i ji)は 1
本鎖にしか結合できない様式であると考えられる。
第 2 節 Cytosine と Ca 2+との相互作用に関する考察
Ca 2+が結合した DNA が安定であること，およびかたい酸である Ca 2+ は酸素原子と結合し易いこと
から考えて， Ca 2+と核酸との相互作用において， Ca 2+ はリン酸部だけではなく， DNAのGC rich な
領域で両鎖の cytosine の 0(2)聞を Ca 2 + が架橋して double helix を安定化すると考えられる。そこで
ApUNa塩の場合と同様に， GpC double helix の両方の鎖の cytosine の 0(2)聞に 0(2)ー Ca- 0(2)結合
をさせ，今回得られた五方両錐型配位子の残りを全て水分子に置き換えてみると無理なく model を組
むことができることから Ca 2+による核酸のGC rich領域の構造安定化機構の l つとして 0(2) ー Ca-O
(2)の配位結合による架橋が考えられる。
第 3 節 ZnCll-; CuCll- と cytosinium (Cyt. , H +)との相互作用に関する考察
第 2 章，第 3 章に記述した molecular complex においては， Zn 2~ Cu 2+ と cytosine あるいは Cyt.
H+との聞に配位結合はなく， ZnC l-; CuCllーと Cyt. H +との聞にはイオン間相互作用と， N~ H… 
Cl型水素結合が見出される。これらは一種の cytosinium塩の構造としてとらえることができる。す
でに構造解析されている l-methy lcytosine臭化水素酸塩9) の場合と比べてみると， cytosine の N(3)








N(3) らかにすることができた。配位結合に関与しているのは N(3) と 0(2)であり， Ca < と Ca-0(2)
0(2) 
の 2 つの配位様式が見出された。
2. Ca-cytosine相互作用において， Ca-0(2)結合は核酸の doub1e he1ix を安定化する lつの因子と考
えられる。
1 
3. CcytosiniumJ:2 C ZnC 14J ・ cytosine の結晶構造において， 2 本鎖po1y (C) 型の塩基対形成が見
られた。即ち， pH 5 付近では，この様な cytosi ne-cytos inium塩基対の形成が容易に起こることを
示唆している。また Zn 2+と cytosine あるいはcytosinium との直接の結合は見出されない。
4. CcytosiniumJ2 CuC1 4 の結晶構造解析より Cu 2 + と cytosinium とは直接結合しないことが明らか
になった。
5. 今回X線構造解析を行なった 3 つの結晶に共通して言えることはN(4)-H… C1 水素結合が存在し，
結晶構造の安定化の l つの要因であることを示唆している。 CcytosiniumJ2 CuC1 4 において cytosi.
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論文の審査結果の要旨
核酸と金属との相互作用に関する研究は，核酸分子構造の安定化のみならず，突然変異誘発や制ガ
ハU??
ン機構の解明にとって重要な課題である。小川君は，この核酸構成塩基であるシトシンと金属との相
互作用について種々のシトシン金属錯体のX線構造解析を行ない多くの新しい知見を得た。とくに，
カルシウム錯体は今回はじめてその相互作用様式が明らかになったものである。これらの業績は構造
化学，錯体化学，分子生物学に寄与するところ大で，薬学博士の学位論文として十分価値あるものと
認、める。
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